
世界一短い電車旅
往復１００ｍ・所要時間5分の

かぼちゃ電車
　旧月潟駅では、黄色と緑色の車両が来場した人たちを迎えてくれます。そ
の電車の愛称は「かぼちゃ電車」。２色がカボチャを連想させることから、こ
の愛称で親しまれています。
　１９３３（昭和８）年８月に新潟交通電車線（白山前駅(旧県庁前駅）～燕駅）
が開通し、月潟駅もそれに合わせて開設されました。１９９９（平成１１）年４月
に廃線になるまで６6年の間、人々の移動手段として大活躍しました。
　かぼちゃ電車保存会の皆さんをはじめ、鉄道ファンや当時を知る地元の
皆さんの「夢と希望」を乗せ、昨年２３年ぶりに命を吹き返して走りました。
　今年も９月２４日、世界一短い電車旅をたくさんの人たちが体験しました。
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　祖母が小針（西区）に住んでいるので、
幼い頃、かぼちゃ電車に乗った思い出が
あります。廃線になってからも、この旧月
潟駅に足を運び、娘を連れてきたこともあ
ります。修繕など、保存会の活動にも年に
何回か東京から参加しています。
　幼い頃から親しみのあるかぼちゃ電車

と旧月潟駅は「親戚の家」、自分のふるさとの一部のようです。
　昨年からイベントで動くようになり、とてもうれしいです。

　今日は大道芸フェスティバルを
見てからこちらに来てみました。
　かぼちゃ電車は、幼い頃に祖母
に連れられて見に来た記憶があり
ます。初めて動く電車を見ました
が、すごいですね！

　実家が西区ということもあり
「走っていた」という話は聞いたこ
とがあります。その電車が今回走
るということで、乗車券は取れま
せんでしたが見に来ました。
　利用していた母親たちが見た
風景と同じ風景（動く姿）を見るこ
とができ、とても感動しました。

かぼちゃ電車保存会の存在
　廃線翌年からかぼちゃ電車は「かぼちゃ電車保存会」の皆さんにより、旧月潟
駅で保存されています。保存会の皆さんは、毎日の駅舎の清掃やパンフレット作
製をはじめ、車両の塗装や補修などのメンテナンスといった、裏方の大変な作業
を地道に、定期的に実施しています。冬期間前にはブルーシートなどで車両を覆
い、新潟の厳しい冬を越すための万全な冬支度を施しています。
　一旦現役を退き、止まった状態で保存してある車両が再び走ることはとても珍
しいことです。かぼちゃ電車保存会の皆さんの日頃からの尽力があったからこそ、
息を吹き返し、走る電車を私たちは再び見ることができました。

　中ノ口川を挟んで東西で引き合う「白根大凧合戦」です
が、廃線前の西側ではこの新潟交通電車線を横断して引き
合っていました。合戦中に通過する電車は停止し「合戦待
ち」をすることも。大凧合戦とかぼちゃ電車、南区を象徴する
２つは共存していました。古き良き思い出ですね。

パンフレット

皆さんの手で冬支度！

旧月潟駅で活動してい
る保存会の皆さんっ
て、みんなが笑顔なん
だよね～
そして、その笑顔って
「喜びいっぱい」の笑顔
で、こちらも嬉しくなっ
ちゃうんだよね♪

白根大凧合戦とかぼちゃ電車

線路を横断しての引き合い

山本 瑞彬さん（東京都）
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「世界一短い電車旅」は
　　　　　　感動的でした

うわ～！北海道から
来てくれた人がいるね～

子どもたちも
見入っていまし

た

たくさんの人たちが写真撮影をしていました♪

鉄道車両用車両移動機
通称「アント」

もうすぐ
出発！

９月３日午前１０時に予約を開始した体験乗車券販売は、
５分で完売！人気の高さは健在でした。
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風と大地の恵みに新たな希望
が芽吹く、郷土愛あふれるまち
～みんなでつくる暮らし続けたい南区～
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南区の人口（令和5年9月末現在、カッコ内は前月比）：42,830人（－39）　男：20,857人（－19）　女：21,973人（－20）　世帯数 16,670世帯（＋4）（住民基本台帳による）


